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頭盾と同様の粗い点刻を密布する．触角は前胸背
後角近くに達し，第 5節より端方に徐々に広がるが，
明瞭な球桿を形成することはない．
胸部：橫位の四角形，中央で最も幅広い．弱く
隆起し，基部の前には 1対の圧痕を持つ．上面に
は頭部のものより大きな，やや楕円形の粗い点刻
を密に具え，点刻間の表面には微細彫刻を密に施
す．前縁は湾入し，その中央 1/3では縁どりを欠く．
側縁は適度に弓状となり，細いが明らかな縁どり
を具える．基部は弱い直線を描き，細い縁どりを
持つ．前角は鋭角でやや前方に突出し，後角は鈍
角であるが明瞭に角張る．小盾板は大きく，平圧
され，不明瞭な点刻を疎布．
上翅：長四角形，側縁は平行．やや大きな，密
な点刻列からなる条溝を具え，間室は弱く隆起す
るが，翅端部 1/4ほどではやや強く隆起する，小点
刻を密に具え，上翅表面には密な微細彫刻がなさ
れている．側縁は発達し，浅い不明瞭な溝を生じる．
腹節：腹板は全体に密な有毛点刻で覆われ，第 1，
第 2節に渡る中央部が楕円形に強く圧される．第 5

節は基部に沿って強く凹み，外縁部には細い縁取
りを持つ．
脚：脚は単純で，有毛の点刻をやや密に生じる．
雄交尾器：本種は交尾器側片に強い特徴を持つ．

本種の側片は上面から見て，中央部側縁がえぐれ
るように強く狭窄し，先端はへら状に広がる．同
属の他種にはこのような特徴を具えるものは知ら
れていない．
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【短報】オオマルケシゲンゴロウを島根県で採集
オオマルケシゲンゴロウ Hydrovatus bonvouloiri 

Sharp, 1882は本州西部から南アジアにかけて広く
分布する（森・北山，2002）が，本州の日本海側
では記録がない．筆者は島根県出雲市（旧平田市内）
で本種を採集したので報告する．

1ex., 島根県出雲市園町沖ノ島，15. VIII. 2011，
灯火，筆者採集．標本はホシザキ野生生物研究所
に保管されている．
ブラックライトを 2011年 8月 14日の夕方から
一晩点灯し，その下に大型の漏斗とバケツを設置

し，翌朝に回収した．周囲には水田と湿地を伴う
ビオトープ池がある．島根県東部では，止水性の
水生甲虫の分布調査が集中的に行われているが，
これまで本種の記録はなく（例えば，林，2011），
以前から生息している可能性は低いと考えている．
現時点では，オオマルケシゲンゴロウが島根県東
部に定着しているのかどうか判断できないため，
本種の分布状況について引き続き調査したい．
最後に，中国地方での記録についてご教示いた

だいた山地　治・秋山美文・川野敬介の各氏にお
礼申し上げる．
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図１．灯火に飛来したオオマルケシゲンゴロウ（写真中央）．


